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株式会社 和楽（宮城県）

背景・きっかけ

•需要減少で販路の新規開拓を検討していた中、「河南桃生
商工会」の紹介で23年4月に１万者支援プログラムに登録。

•有機稲わらを使った畳の輸出可能性と輸出に向けての具体
的な準備、 商談先の発掘方法について助言を求めた。

•カウンセリングを行い、5月にコンソのスポット支援面談を実施。

•専門家より、輸出に向けた段取り、輸出先でのターゲット層の選
定、商品のPR方法、規制の相談先等について助言。

14名従業員数2,700万円資本金

事業内容

新輸出大国コンソーシアム事業
スポット支援

利用メニュー

新規輸出１万者支援プログラム 支援事例①

輸出未経験

畳・襖・障子張替え工事、
畳・畳床製造販売、稲わら販売

•商品ホームページの多言語化（日・英・仏）を12月に完了。

•3社と商談を実施。現時点では成約に至らず。
•同社は「相談から半年で着実に輸出準備に取り組むことがで
きた」と1万者プログラムを評価。

•輸出プロモーターより、日本酒輸出の貿易実務、商談資料の
作成方法について伝達するとともに、海外バイヤーを想定した

模擬商談を実施。

•台湾で実施された展示会でジェトロのジャパンパビリオンに出展。

•海外展示会で成約見込があり、その後も引き合いが寄せられ
た。さらに、同社自身の取組により、中国など新規開拓先の

輸出に結び付いた。

酔仙酒造株式会社（岩手県）

26名従業員数7275万円資本金

主に日本酒、焼酎の製造販売事業内容

国内輸出商社とのマッチング等利用メニュー

支援内容

支援の結果

2023年9月時点2024年2月時点 1

背景・きっかけ

•米国等に間接輸出しているが、海外営業・貿易の知識は乏し
い。新たな海外市場開拓に取り組みたい。

•輸出プロモーターの個別支援、国内商社との商談会に申込み。

支援内容

支援の結果
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有限会社 鏡畳店（山形県）

背景・きっかけ

•イタリア・米国等に畳の輸出経験があり、個別の引き合いもある
ものの、物流コストの関係で折り合いがつかず輸出を停止。

•物流問題を解決しつつ、今後の新たな海外市場開拓に取り
組みたい。

•カウンセリング後、物流関係でコンソのスポット支援面談を実施。
•新規市場開拓のためにハンズオン支援に応募・採択され、パー
トナーの人脈・知見に基づいてフランス出張を実施。

2名従業員数1,500万円資本金

事業内容

新輸出大国コンソーシアム事業
ハンズオン支援

利用メニュー

新規輸出１万者支援プログラム 支援事例②

畳張替え工事、製造販売、畳
製品の開発、製造販売

•パートナーの支援で生成AIを活用した施工イメージを作成。

•パートナー同行のフランス出張にて7社と商談、現在継続中。

•既存の床材としての畳の使い方ではなく、内装材・家具のパー
ツ・日用雑貨として売り込んでいる。

支援内容

支援の結果

2023年11月時点2024年2月時点

株式会社ミキプロセス（山形県）

背景・きっかけ

•輸出している地元企業の誘いで、台湾向けの商談会に参加す
るが、輸出未経験であり、さまざまな相談をするため、2023年

8月にプログラムに登録。

支援内容

支援の結果

•商談会参加の結果、台湾向けに同社オリジナル文具商品のう
ち約350点の輸出が実現。

13名従業員数1,000万円資本金

印刷業、オリジナル文具販売

利用メニュー 貿易投資相談

•貿易相談にて、貿易の流れ、商談用の見積書、インボイス作
成、輸出の注意点を説明。

•ジェトロの支援、Japan Street、商談会などを案内。

事業内容

輸出未経験
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佐藤食品株式会社（秋田県）

背景・きっかけ

•国内消費の減少傾向から、輸出向け商品を開発したい。
•2023年5月に「新規輸出1万者支援プログラム」に登録する。

支援内容

•海外市場の調査や輸出商品の開発に活用できる県や市の助
成事業を紹介する。

•初めての競争的補助金への応募とのことで、審査要領に基づく
提案書の作成ポイントなどについて説明を行う。

支援の結果

•2023年6月、令和5年度「海外展開はじめの一歩応援事業

費補助金」（秋田県）に採択される。

•海外ブリーフィングサービス（ニューヨーク事務所）を利用し、
米国市場の調査を行う。

•2024年度の新輸出大国コンソーシアム申込を検討中である。

25名従業員数1,000万円資本金

事業内容

利用メニュー

株式会社キカワ（秋田県）

•国内需要の減少傾向から、海外進出に関心を持った。
•2023年8月に「新規輸出1万者支援プログラム」に登録する。

•2023年9月、新輸出大国コンソーシアムハンズオン支援に採

択される。

•現在は現地法人設立形態の検討、店舗候補地の選定、収
支計画の作成などに取り組んでいる。

110名従業員数1,860万円資本金

事業内容

利用メニュー

佃煮等食品の製造・販売

海外ブリーフィングサービス

クリーニング、コインランドリー、
ハウスクリーニングなどの事業

•2023年8月、プラットフォームコーディネーターによるオンラインブ

リーフィング（ホーチミン事務所）を利用し、市場調査を行う。

•新輸出大国コンソーシアムハンズオン支援申込書（形態；海
外拠点設立、対処国；ベトナム）の作成補助を行う。

プラットフォームサービス、
 新輸出大国コンソーシアムハンズオン支援

新規輸出１万者支援プログラム 支援事例③

背景・きっかけ

支援内容

支援の結果

輸出未経験 輸出未経験
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